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響リサイクル団地

厳
し
い
財
政
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に

議

員

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減

少
な
ど
、
平
成
１８
年
度
決

算
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
市
長
は
、

市
の
経
営
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市

長

本
年
７
月
に
、
市
の
経
営

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
、
学
識
経
験
者
や
民
間
企
業
の
経
営

者
な
ど
か
ら
な
る
「
都
市
経
営
戦
略
会

議
」
や
、
市
幹
部
職
員
か
ら
な
る
「
都

市
経
営
戦
略
本
部
」
を
設
置
し
、
精
力

的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
１０
月
に
、
来
年

度
の
市
政
経
営
の
具
体
的
な
方
針
を
策

定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

方
針
の
内
容
と
し
て
、
①
人
に
や
さ

し
い
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

重
点
的
に
取
り
組
む
分
野
の
設
定
、
②

行
財
政
改
革
実
施
の
方
向
性
、
③
民
間

の
徹
底
活
用
に
よ
る
、
民
間
と
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
④
戦
略

的
な
公
共
投
資
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

ま
た
、
最
も
財
政
状
況
が
厳
し
く
な

る
平
成
２１
・
２２
年
度
を
乗
り
切
る
た
め

に
、
来
年
度
、「（
仮
称
）北
九
州
市
経
営

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
経
営
体
制
の
再

構
築
な
ど
を
行
い
た
い
。

避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
！

議

員

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
、

市
民
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学

校
の
体
育
館
等
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
が
安
全
・
迅
速
に
避
難
す
る
た

め
に
必
要
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
に
な

っ
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
す
べ
て
の
避
難
所
を

総
点
検
し
、
必
要
な
場
合
は
、
早
急
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

消

防

局

長

現
在
、
本
市
の
避
難
所
は
、

４
５
８
か
所
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
主
要
な
公
的
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
が
８６
％
、
小
中
学
校
が
簡
易
ス

ロ
ー
プ
設
置
も
含
め
て
４７
％
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
、
建
替
や
改
修
の
際
に
対
応
す

る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
等
が
避
難
す
る
場
合
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
市
民
セ
ン

タ
ー
等
で
の
受
入
を
基
本
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
介
護
等
が
必
要
で
、
避
難
所

で
の
生
活
が
困
難
な
市
民
を
受
け
入
れ

る
施
設
も
検
討
す
る
。

今
後
も
、
市
民
が
不
自
由
な
く
避
難

生
活
が
で
き
る
仕
組
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

認
可
外
保
育
施
設
の
指
導
強
化
を
！

▼
園
児
死
亡
事
故
を
受
け
て
▲

議

員

保
育
従
事
者
の
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、
行
政
は
認

可
外
保
育
施
設
に
対
し
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
、
７
月
に
、
炎
天
下

の
車
中
に
園
児
を
置
き
去
り
に
し
、
死

亡
さ
せ
た
保
育
園
は
、
こ
の
研
修
に
一

度
も
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
認
可
外
保
育
施
設
に
対
す

る
今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

市

長

二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
、
①
指
導

監
督
の
強
化
、
②
研
修
の
充
実
、
③
市

民
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
に
取
り
組
む
。

そ
の
た
め
、
保
育
の
専
門
知
識
を
有

す
る
職
員
を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
に

指
導
監
督
を
行
う
。

ま
た
新
た
に
、
本
市
主
催
で
、
子
ど

も
の
安
全
や
人
権
な
ど
保
育
の
基
礎
に

関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
研
修
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
平
日
夜
間
や
日
曜
日
で
の
実

施
や
、
研
修
に
参
加
し
た
保
育
従
事
者

の
代
替
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
の
補
助

な
ど
も
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
は
何
よ
り
も
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
指

導
監
督
を
強
め
る
方
策
を
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
振
興
を
！

▼
中
小
企
業
へ
の
支
援
▲

議

員

廃
棄
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
産

業
な
ど
、
静
脈
産
業
の
事

業
者
の
多
く
は
、
自
治
体
な
ど
の
委
託

で
成
り
立
っ
て
い
る
中
小
企
業
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
に
対
し
、
積
極
的
な
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

環

境

局

長

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
振
興

に
は
、
行
政
の
支
援
が
不

可
欠
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
市
の
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業

で
は
、
響
リ
サ
イ
ク
ル
団
地
を
整
備
し
、

独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
最
新
技
術
で
事

業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
中
小
企
業
を

支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
分
野
の
技
術
開
発
に
関

す
る
実
証
研
究
な
ど
を
支
援
す
る
た
め

の
助
成
も
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
市
内

の
中
小
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
研
究
す

る
場
合
に
は
、
補
助
率
を
助
成
対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
（
大
企
業
は
３
分

の
１
以
内
）
と
高
く
設
定
し
、
手
厚
く

支
援
し
て
い
る
。

一
方
、
操
業
開
始
後
の
事
業
運
営
は
、

民
間
の
知
恵
と
力
に
委
ね
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
先
進
的
な
リ
サ
イ

ク
ル
産
業
に
対
し
て
は
、
今
後
も
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

本
会
議
で
の
質
問
と
答
弁

世 良 俊 明（市 民 の 風）

原 博 道（日本共産党）

小 野 臣 博（公 明 党）

原 田 里 美（日本共産党）

馬 場 一 榮（社民市民連合）

渡 辺 均（自由民主党）

川 端 耕 一（自民市民クラブ）

木 村 優 一（公 明 党）

三 宅 まゆみ（市 民 の 風）

桂 茂 実（公 明 党）

平 山 政 智（自由民主党）

井 上 真 吾（日本共産党）

� 野 信 明（社民市民連合）

吉 尾 計（緑 の 会）

泊 正 明（市 民 の 風）

中 村 義 雄（自民市民クラブ）

木 村 年 伸（自民市民クラブ）

荒 川 徹（日本共産党）

赤 松 文 雄（公 明 党）

＊この他、橋本和生議員（日
本共産党）が追加議案への質

疑を行いました。

＊平成１９年９月６日付で、新会派「市

民の声」が結成されました。

本会議では、各会派から

次の１９人の議員が質疑・質

問を行いました。（発言順。

掲載記事の順番とは関係あ

りません。）

本
会
議
で
の
質
問
と
答
弁
は
、
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
１２
月
上
旬
以
降
、
各
市
立
図
書
館
に
お
い
て
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
１２
月
下
旬
以

降
閲
覧
で
き
ま
す
。
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